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論 文 内 容 の 要 旨

旧 的】

自己免疫介在性ニューロパチーとして急性経過のGumain-Barr6症 候群(GBS)と 慢性経過の慢性炎症性

脱髄性多発神経炎(CIDP)が 挙げられる.GBSで は約60%で 急性期患者血清中にガングリオシドに対 する

自己抗体がみ られるが,一 方でCIDPに おける標的抗原は未だ不明である.ガ ングリオシドの一つであるLM1

は末梢神経 ミエリンに局在することが知 られており,GBSに おける脱髄に関与 している可能性がある.ま た,

近年GBSに おいて単独のガングリオシドに対しては全く,も しくはほとんど反応しないが2種 のガングリオシド

を混合 した抗原に対 してのみ強く反応する抗 ガングリオシド複合体抗体 の存在が報告されている.そ こでGBS

CIDPに おけるLM1及 びLM1を 含む複合体 に対する抗体活性 を検討した.

【方法】

GBS40例,CIDP40例,そ の他神経疾患40例 及び正常対照15例 でLM1,GM1/LM1,GDIb/LM1に 対

するIgG抗 体活性をELISAで 測定した.LM1及 びGM1/LM1,GDlb/LM1に 対する抗体が陽性となった

GBS症 例はNerveconductionstudyの 結果を調査 しHoら の基準で電気生理学的分類をした.

【結果】

GBSで はLMIに 対するIgG抗 体を5例 で,GM1/LM1に 対するIgG抗 体を3例 で認めた.CIDPで は

LM1に 対するIgG抗 体を7例 で,GM1/LM1に 対するIgG抗 体を1例 で,GDlb/LM1に 対するIgG抗 体を

2例 で認めた.そ の他神経疾患ではLM1に 対するIgG抗 体は認めなかったが1例 でGDlb/LM1に 対する

IgG抗 体を認めた.正 常対照ではLM1及 びLM1を 含む複合体に対するIgG抗 体は認めなかった.ま た,

LM1及 びGMI/LM1に 対する工gG抗 体が陽性であったGBS8例 中5例 が脱髄型と分類され,3例 は分類不

能であり軸索型は認めなかった.

【考察】

GBS,CIDPで はLM1に 対するIgG抗 体陽性例が多くみられ,LM1を 含む複合体に対するIgG抗 体陽性

例 もみられた.GBSに おける抗体陽性例では脱髄型が多く,LM1及 びLM1を 含むガングリオシド複合体は脱

髄をきたす自己免疫介在性ニューロパチーの重要な標的抗原の1つ である可能性がある.
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